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年
末
警
戒
と

交
通
事
故
防
止
運
動
セ
展
開
中
1

　
歳
の
瀬
は
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
、
ま
た
、
お
酒
を
飲

む
機
会
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、
犯
罪
や
交
通
事
故
の
発

生
が
増
加
し
が
ち
で
す
。

　
こ
れ
を
防
ご
う
と
今
月
1
1
日
か
ら
31
日
ま
で
県
下
一

斉
に
歳
末
警
戒
と
交
通
事
故
防
止
運
動
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
の
十
日
町
警
察
署
管
内
の
交
通
死
亡
者
数

は
十
人
と
前
年
の
八
人
を
上
回
っ
て
い
る
た
め
、
警
察

や
関
係
機
関
で
は
様
々
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
減
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
1
2
日
よ
る
、
役
場
前
の
国
道
一
一
七
号

線
で
、
山
本
村
長
、
警
察
官
、
交
通
指
導
員
や
安
全
協

’
会
役
員
が
参
加
し
て
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
2
0
日
に
は
、
警
察
官
、
交
通
指
導
員
、
安
全

協
会
役
員
の
み
な
さ
ん
が
お
酒
を
提
供
す
る
飲
食
店
を

回
り
、
飲
酒
運
転
防
止
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
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村
に
お
い
て
臨
時
職
員
の
任
用
を
行
う
場
合
は
、
登
録
の
申
込
を
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
選
考
し
て
任
用
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
平
成
8
年
度
に
お
い
て
任
凧
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
要
領
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

1
、
登
録
申
込
資
格
　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
原
則
と
し
て
村
内
に
居
住
す
る
人
。

2
、
登
録
の
手
続
き
　
臨
時
職
員
任
用
希
望
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
提
出
し
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
申
し
込
み
用
紙
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
）

3
、
任
用
「
登
録
　
申
込
者
は
、
村
臨
時
職
員
任
用
登
録
簿
に
登
録
さ
れ
、
村
が
任
用
を
必
要
と
す
る
場
合
に
選
考
の
う
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
果
を
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
の
有
効
期
間
は
、
平
成
8
年
度
一
年
間
で
す
。
た
だ
し
、
年
度
途
中
の
申
込
み
は
申
込
み
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
年
度
末
ま
で
。

4
、
登
録
受
付
期
間
　
平
成
8
年
2
月
9
日
㈹
ま
で
、
そ
の
後
は
4
月
1
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

5
、
職
　
　
　
　
種
　
ω
臨
時
事
務
雇
（
一
般
行
政
事
務
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
臨
時
技
術
雇
（
保
母
、
看
護
婦
そ
の
他
技
術
補
助
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
臨
時
技
能
、
，
労
務
雇
（
調
理
等
の
技
能
又
は
労
務
補
助
）

6
、
任
用
期
間
　
6
ヶ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
必
要
と
す
る
期
間
任
用
し
ま
す
。
た
だ
し
、
業
務
の
都
合
に
よ
り
、
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
ケ
月
を
超
え
な
い
期
間
で
一
回
限
り
更
新
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

7
、
そ
　
　
の
　
他
　
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
総
務
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
1
月
の
保
健
だ
よ
り

◎
妊
婦
健
診
・
母
親
学
級

・
1
月
1
2
日
働
　
上
村
病
院
産
婦
人
科
　
1
3
”
0
0
～
1
3
”
3
0
受
付

◎
乳
幼
児
健
診

乳
児
健
診

・
1
月
1
1
日
㈲
　
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
1
3
”
O
O
～
1
3
”
3
0
受
付

　
　
対
象
者
（
H
7
・
2
月
～
H
7
・
3
月
生
＊
H
7
・
8
月
～
7
・
9
月
生
）

◎
遊
び
の
教
室

・
1
月
1
6
日
㈹
　
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
9
”
30
～
1
0
“
00
受
付

防
災
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
コ
ン
ク
D
ル

　
地
震
、
火
山
噴
火
、
台
風
、
豪
雨
、

豪
雪
な
ど
の
災
害
か
ら
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
は
、
災
害
に
対

し
て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
日
頃
か

ら
十
分
な
備
え
を
心
が
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
国
土
庁
で
は
「
防
災
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
対
象

　
・
児
童
の
部
（
小
学
生
）

　
・
学
生
の
部
（
中
・
高
校
生
）

　
・
一
般
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部

　
・
一
般
プ
ロ
の
部

◆
応
募
作
品

　
地
震
、
火
山
噴
火
、
台
風
、
豪
雨
、

豪
雪
な
ど
の
自
然
災
害
に
つ
い
て
そ

の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
さ
せ
、
正
し
い

知
識
を
普
及
し
、
日
頃
の
心
構
え
、

家
庭
で
の
備
え
、
防
災
訓
練
の
重
要

性
を
訴
え
る
な
ど
「
防
災
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
こ
れ
を
連
想
さ
せ
る
標
語

を
入
れ
た
個
人
の
作
品
で
未
発
表
の

も
の
と
し
ま
す
。
　
用
紙
は
A
3
判

（
30
㎝
×
4
2
㎝
）
以
上
A
2
判
（
42

㎝
×
60
㎝
）
以
下
の
画
用
紙
又
は
ケ

ン
ト
紙
を
使
用
し
て
下
さ
い
。

◆
応
募
万
法

・
応
募
点
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
裏
側
に
、
応
募
者
の
郵
便

　
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

　
別
、
児
童
、
学
生
の
場
合
は
学
校

　
名
、
学
年
、
学
校
の
住
所
を
付
記

　
し
て
お
送
り
下
さ
い
。

◆
締
切
日

　
　
平
成
8
年
1
月
2
6
日
㈹

　
（
当
日
消
印
有
効
）

◆
表
彰

・
国
土
庁
長
官
賞
及
び
防
災
週
間
推

進
協
議
会
長
賞

　
児
童
の
部
各
一
点

　
学
生
の
部
　
各
一
点

　
一
般
ア
マ
チ
ュ
ア
の
部
　
各
一
点

　
一
般
プ
ロ
の
部
　
各
｝
点

・
佳
作
　
十
点

・
入
選
　
1
0
0
点

◆
作
品
の
送
り
先
及
び
問
合
わ
せ
先

　
東
京
都
豊
島
区
池
袋
3
1
1
3
1
1
6

　
24
1
H
ビ
ル
　
2
F

　
第
十
一
回
防
災
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク

　
ー
ル
事
務
局
ま
で

　
盈
0
3
1
5
9
9
2
1
8
2
9
1

2



灘

臨
床
栄
養
科
学
生
募
集

　
南
魚
沼
郡
大
和
町
の
北
里
大
学
保

健
衛
生
専
門
学
院
で
は
、
平
成
8
年

4
月
開
設
予
定
で
臨
床
栄
養
科
の
設

置
を
厚
生
省
に
申
請
し
、
承
認
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
臨
床
栄
養
科
で
は
、
従
来
の
栄
養

±
教
育
を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
人
々

の
健
康
を
医
療
の
面
と
栄
養
の
面
の

両
方
か
ら
考
え
ら
れ
る
専
門
家
を
養

成
し
ま
す
。

　
な
お
、
同
学
科
は
三
年
制
で
、
　
一

学
年
定
員
は
一
〇
〇
名
（
男
女
共
学
）

で
す
。
現
在
こ
の
分
野
に
興
味
と
関

心
を
持
た
れ
る
方
を
広
く
募
つ
て
お

り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
学
院
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
北
里
大
学
得
保
健
衛
生
専
門
学
院

　
南
魚
沼
郡
大
和
町

　
　
　
　
字
黒
土
新
田
5
0
0
番
地

　
暦
0
2
5
7
1
7
9
i
4
5
1
1

北
方
領
土
返
還
要
求

運
動
歌
唱
歌
詞
募
集

　
総
務
庁
、
北
方
領
土
問
題
対
策
協

会
で
は
、
　
『
日
も
早
く
北
方
四
島
が

返
還
さ
れ
、
日
本
人
と
ロ
シ
ア
人
が

よ
り
よ
き
隣
人
付
き
合
い
の
で
き
る

日
々
が
来
る
こ
と
を
願
い
北
方
領
土

返
還
要
求
運
動
歌
詞
を
次
の
通
り
募

集
し
ま
す
。

◆
応
募
作
品

　
応
募
歌
詞
は
、
未
発
表
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。
応
募
歌
詞
に
は
題
名
を

付
記
し
て
下
さ
い
。

◆
応
募
方
法

　
A
4
版
の
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

に
縦
書
き
で
記
載
し
、
別
の
原
稿
用

紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
及
び
電
話

番
号
を
書
い
た
も
の
を
表
紙
と
し
て

付
し
た
上
、
封
筒
の
表
面
に
「
応
募

歌
詞
」
を
朱
書
き
し
て
、
「
東
京
都
千

代
田
区
平
河
町
2
1
4
1
4
第
一

東
栄
ビ
ル
翌
F
　
特
殊
法
人
北
方
領

土
問
題
対
策
協
会
　
費
0
3
1
3
2
6

3
－
7
6
9
1
」
ま
で
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
締
切
期
目

　
　
平
成
8
年
1
月
1
0
日
㈱

◆
賞
　
最
優
秀
作
品
　
一
点

　
佳
作
　

三
点
以
内

津南地域衛生施設組合の
年末年始業務について
◎ごみの業務

・年末は12月30日住）の午後3時まで持ち

　込みができます。

・年始は4月4日体）の午前9時からとな

　ります。

◎火葬業務

・り月1・2・3日は休みになります。

十日町地域広域事務組合職員給与等の公表（H7．4．1現在）

　（1）平成6年度人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

圏域内住基人口
（H7．3．31現在〉

歳　出　額
　（A）

実質収支 人　件　費
　（B）

人件費率
（B／A）

5年度の
人件費率

73，938人 1，188，198 50，671 759，310 63．9％ 67．9％

（単位：円）（2）平成7年度職員給与費の状況

給　　　、与　　　　費 1人当たり
給　与　費
（B／A）

職　　員　　数

　（A） 給　　　料 職員手当 期末勉強手当 計　（B）

90人 349，958，000 81，325，000 163，298，000 594，581，000 6，606，456

（3）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区　　　分
一般行政職 消　　防　　職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

十日町地域広域事務組合 394，542円 56．3歳 323，217円 40．0歳

国 297，346円 38．7歳 315，290円 39．7歳

（4）職員の初任給の状況

区　　　分

十目町地域広域事務組合 国

初任給
採用2年経
過日給料額 初任給

採用2年経
過日給料額

大卒 167，200円 180，500円 167，200円 180，500円一　　　般

行　政　職 高卒 136，500円 145，900円 136，500円 145，900円
大卒 185，100円 201，400円 185，100円 201，400円消　防　職
高卒 154，100円 167，500円 154，100円 167，500円

平成7年12月25日広報な：かさとお知らせ版3
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（5〉特別職の報酬状況

区　　　　　分 報酬年額 区　　　　分 報酬年額

職
　
　
名

管　　理　　者 32，000円
職
名

議　　　　　長 32，000円
副　管　理　者 30，000円 副　　議　　長 30，000円
収　　入　　役 30，000円 議　　　　　員 30，000円

区　　　　分 十日町消防団 川西町消防団 津南町消防団 中里村消防団

職
　
　
　
　
名

団　　　長 報酬年額　　91，000円

副　団　長 〃　　　66，000円

分　団　長 〃　　　　51，500円

副分団長 〃　　　　37，500円

部　　　長 〃　　　　30，500円

班　　　長 〃　　　　22，000円

団　　　員 〃　　　　15，500円

繍
　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
7
年
2
月
1
日
現
在
で
行
わ
れ
た
．
1
9
9
5
年
農
業
セ
ン
サ
ス
」
の
結
灘

饗
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

雛
昭
和
5
・
年
、
昭
和
撃
、
昭
和
－
・
年
、
平
成
2
年
、
平
成
7
年
の
結
果
を
グ
ラ
フ
で
表
し
て
み
ま
し
た
．
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
専
業
農
家
の
う
ち
六
十
四
　
　
専
業
農
家
の
担
い
手
、
高
齢
化
が
目

　
総
農
家
数
は
　
　
　
　
歳
以
下
の
男
子
の
い
る
世
帯
が
平
成
　
立
っ
て
い
ま
す
・
（
表
－
・
グ
ラ
フ
ー

　
　
　
　
九
七
七
世
帯
　
　
　
2
年
に
比
べ
六
世
帯
減
少
し
て
お
り
　
を
参
照
）

　
総
農
家
数
は
平
成
2
年
に
比
べ
、

七
五
世
帯
減
り
九
七
七
世
帯
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
昭
和
5
0
年
か
ら
昭

和
55
年
が
二
三
世
帯
減
、
昭
和
5
5
年

か
ら
昭
和
60
年
が
三
〇
世
帯
減
、
昭

和
6
0
年
か
ら
平
成
2
年
が
六
〇
世
帯

減
と
な
っ
て
お
り
平
成
7
年
の
調
査

に
お
い
て
も
前
記
の
数
字
の
七
五
世

帯
が
減
少
と
い
っ
た
結
果
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
2
年
か
ら
平
成
7
年
の
減
少

の
内
訳
を
み
ま
す
と
専
業
農
家
は
四

世
帯
増
と
な
り
ま
し
た
が
第
1
種
兼

業
農
家
が
一
世
帯
減
、
第
2
種
兼
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数

農
家
が
七
八
世
帯
減
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
推
移
を
み
ま
す
と

年
々
第
2
種
兼
業
（
農
外
収
入
が
主
）

が
増
加
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
今
回
調
査
で
は
減
少
と
な
り
、

農
業
を
行
わ
な
い
世
帯
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

専・兼業別農家表1

区　分 総農家数

専業農家数 兼業　農家

うち男子生産年齢

人口のいる世帯
計 第1種第2種

昭和50年 1，142 74 74 1，091 471 620

昭和55年 1，142 77 54 1，065 375 691

昭和60年 1，112 69 33 1，043 256 787

平成2年 1，052 67 21 985 153 832

平成7年 977 71 15 906 152 754

2／60 △5．4 △2．4 △36．4 △5．6 △40．2 △5．7

7／2 △7．1 6．0 △28．6 △8．0 △0．7 △9．4
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表2　経営耕地別規模別農家数

　面積（ha）

年度

0．1～

　0．3

0．3～

　0．5

O．5～

　1．0

1．0～

　1．5

1．5～

　2．0

2．0～

　2．5

2．5～

　3．0

3．0～

　5．0

5．0

以上

昭和50年 195 229 399 202 75 38 19 8
昭和55年 202 222 360 196 66 47 24 24 1
昭和60年 212 185 360 173 85 43 26 25 3
昭和2年 208 166 341 148 62 41 34 39 13

平成7年 207 159 282 142 72 41 17 45 12
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　12月25日～1月11日
暮らしのカレンダー

25（目）

26（火》

27㈱

28休） 官庁御用納め

29働

30ω

31（日）

1（月）
元旦

2㈹

3ωO

4休）官庁御用始め

5働
心配ごと相談（山田虎一）　合デイサービスセンター

（D13：30～16：00受付

6ω 消防出初め式　合総合センター　（∋10：00～

7（日） ドーム中里き☆ら○ら投影会　合ユーモール　（∋11：00～11：50

8（月） 中里村新年名刺交換会　合ユーモール　（D11：00～

9㈹

10㈱

11休）

※変更する場金がありまずo御絹の際は確認をお願いしますo

％

％

％
×
／
×
％
×
％
×
／
×
／

％

％

垢

　　　　　　　歪窒52－2957
大島医院（十日町市）

　　　　　　　歪蟄52－7066大熊内科医院　（十日町市）

㊦山口医院禅右蒔撒

　　　　　　　盈52－3269富田医院（十日町市）

　　　　　　　費52－3276至誠堂医院（十日町市）

　　　　　　　智52－2581池田医院（十日町市）

　　　　　　　奮65－3001古藤医院（津南町）

　　　　　　　實63－2111
上村病院　　　　　　　（中里村）

　　　　　　　智57－6100大坪医院（十日町市）

　　　　　　　奮57－3018中条病院（十日町市）

　　　　　　　費68－2018第二藤巻医院　（川西町）

今月の納税と振替日

ロ国　保　税

■国民年金

■保　育　料

（12月25日）

（12月25日）

（12月25日）

会期　1995年12月17日～96年1月16日

　　　（中間で作品の入れ替えあり）

会場　中里村Uモール　　入場無料

　　　　　　　◆
　ここ数日で、山も里もすっかり雪化

粧をしてしまいました。10年くらい、

雪と川を前面に妻有の里を描いてきま

した。日本一の信濃川に雪がどんどん

降りかかっています。雪の向こうには

民家がひっそりとたたずみ、人々の生

活が続けられています．

　造形的な面白さ以前に、あるがまま

の姿のその重さ、確かさに心打たれて、

作品にしてきました。

　水彩は最近の作で、四季折々の風景

をご覧いただきます。どうぞ、お気軽

においでください。
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